
学校法人滝川学園 

カスタマーハラスメントに対する基本方針

1．基本的な考え方

学校法人滝川学園並びに設置校（以下「本学」という。）は、学生の成長と学びを支

えるため、教職員が安心して働くことのできる環境を確保することを重要な責務と考え

ています。 

学生、保護者、受験生、卒業生、地域住民その他関係者から寄せられる意見や要望は

真摯に受け止め、教育・研究活動及び大学運営の改善に活かします。一方で、社会通念

上許容される範囲を超えた言動は、教職員の人格及び尊厳を傷つけ、教育研究環境を損

なうおそれがあります。本学は教職員の安全と心身の健康を守り、健全な教育研究環境

を維持するため、カスタマーハラスメントに対して組織として毅然と対応します。 

2．本学におけるカスタマーハラスメントの定義 

 要求内容の妥当性を欠くもの、又は要求内容が妥当であってもその実現手段や態様が

社会通念上許容される範囲を超え、教職員の健康、就業環境又は教育研究環境を害する

もの。 

3．カスタマーハラスメントに該当する行為例 

（以下は例示であり、これらに限定されるものではありません。） 

 暴言、脅迫、誹謗中傷、人格否定、暴行、長時間又は反復的な電話・メール、居座り、

不合理な謝罪要求、不当な金銭補償要求、成績・単位・卒業判定等の変更要求、教職員

個人への攻撃、SNS による誹謗中傷、個人情報拡散、無断録音録画の公開、差別的又は

性的言動等。 

4．本学の対応 

 教職員に対するカスタマーハラスメントが疑われる言動があった場合には、組織とし

て事実確認を把握したうえで、毅然と対応します。複数名対応、応対の中止又は終了、

関係部署との連携、特に悪質と判断した場合は、弁護士等専門家への相談、警察への通

報その他必要な措置を講じます。 

5．教職員の保護 

相談体制を整備し、被害を受けた教職員への支援及び再発防止措置を行います。 

6．関係者の皆様へのお願い 

 本学は相互の人格と尊厳を尊重し、安全で健全な教育研究環境の維持に努めていま

す。学生の学びと成長を支えるため、本方針へのご理解とご協力をお願いします。 

令和 8年 10月 1日制定 

学校法人滝川学園 

理事長 滝川 嘉彦 


